
死と復活

ミル トンの 田 園 挽 歌 一

森 道 子

E.M.W.TillyardはLycidasを 解 釈 す る に 当 り,"Thisisthesecretofthe

strengthofLycidasandthereasonwhyitisagreaterpoemthanGomus:in

theonecalmafterstruggle,intheothercalmofakindbutwithoutthe

(il

preliminarystruggle."と 言 ってい る。 それは友人 の不慮 の死,自 らの若 死へ の危 惧,

ひいては優 れたpoet-priestた るものの早世へ の苦痛 と悲憤 か ら立 ち直 り,永 遠 の生命,

神 の国の観想 によ って心 を鎮め,平 和 と歓 喜 の うちに安 らぎ憩 う状態 であ る。死 を頂点 と

す る,こ の世 の苦難,挫 折,焦 燥,誘 惑 との闘 いを克 服 して,永 遠 の生へ の復活,再 生 を

得 るとい うテーマはMiltonの 多 くの 詩にみ られ る。 む しろ彼 の詩の本 質 と さえ言え る。

そ して これ に関す るイメ ジ,比 喩 は と りわけ豊 かで ひ ときわ美 しい。

初め て死 を歌 った詩 は,OntheDeathofaFairInfantZ)yingo/aCough

(1625-6)で あ って,姪 の天折 を,そ の母 を 慰 めつつ,優 し く歌 って いる。primrose

{2)
の花 のよ うに短命 で あ った」姪を,"yetcanInotpersuadedmethouartdead"と

言 い,本 当に この世 に人 間 と して生 きるべ く生 まれ て きたのか ど うか さえ疑 ってい る。星

か女神 か天使 か と,こ の世 の ものな らぬ存在 ではな いのか,と 問いか ける様 々な比喩 は美

しい。北風BoreasやApolloの 伝説 を用いて,JoveやTruthも 加 え,後 の詩 に頻 出

す る,古 代 ギ リシア ・ローマの神 々や キ リス ト教 のア レゴ リーを 登場 させ る。幼 い娘 の死
(3)

は"falseimaginedloss"で あ る か ら,嘆 く こ と を 止 め よ と そ の 母 に 勧 め る 。

詩 の 展 開 に は,異 教 の 比 喩 が 支 配 的 で あ る が,"Toscornthesordidworld,andunto

く　
heavenaspire"と か,"Toslakehiswrathwhomsinhathmadeourfoe/To

　
turnswift-rushingblackperditionhence"等,所 々キ リス ト教の考えが織 りこまれ,

結 びの部分 の,母 たる人 への 言 葉 には,純 然た るキ リス ト教の 世界 が 広 げ られ てい る。

"God"と い う語 も初 めて使われ る
。詩の終 りに語 られ る 慰 め と激 励の言葉 は,自 他 のい

ずれ に向け られ た ものであ ろ うと,常 に変 らず,キ リス ト教 の 立場 に立 ってい る。 この こ

とはLycidas,EpitaphiumDamonis,SamsonAgonistes等 に も共通 していえ る こと

で あ って,彼 が範 と仰 いだ古代 ギ リシア ・p一 マのpastoralelegyに も,ギ リシア悲劇

に も,う かが うことので きない見方 であ る。死 を永遠 の生 への復活 に結 びつ ける ものであ

るか らであ る。
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ル ネサ ンス に,pastoralelegyに は"goodshepherd"で あ るキ リス トの イ メジか ら,

キ リス ト教 精神 が 混入 され た。Miltonが やは り師 と仰 ぐEdmundSpenserのThe

ShepheardesCalenderの"November"に は,異 教 とキ1」ス ト教の渾然 とした調和 が

あ る。 しか し全体 と しては異 教の イメ ジが強 い。Miltonは,さ らに大胆 に,か つ独 創的

に,同 時 に 自己を強 く主張 して,キ リス ト教の色彩 を濃 くした0イ ギ リスの詩人 と して の

意識 も強 く,イ ギ リスの田園風景 の描写,地 名,人 名を ここか しこにち りばめ て,一 層独

自の もの と して い る。

MiltonはLycidasの 他 にEpitaphiumDamonisと い うpastoralelegyを 書 いて

い る。 これは ラテ ン語 のせ い もあ り,Lycidasほ ど読 まれな いが,共 通点 は多 い。嘆 きの

対 象 は,Lycidasほ ど 読 まれな いが,共 通点 は 多 い。嘆 きの対象 は,Lycidasた る

EdwardKingと は比べ もの にな らな いほ ど,心 を分 ち合 った親 友CharlesDiodatiで

あ る。 その哀惜 と悲嘆 にはLycidasに は見 られな か った切 々た るものがあ る。

今,こ の二っ のelegyを 比較対照 しつつ,「 苦悩 の後の安 らぎ」 のテー マの背景 にあ る・

異 教 とキ リス ト教 の精神,死 と再生 の考 え とイメ ジとを見 て い こう と思 う・

Lycidasは 偉大 で美 しく,強 烈 な詩 で あ る。 それ は,"thehigh-watermarkof

Engli,hP。(6)esy'・ で あ って,そ の解釈 と批評 は枚挙 に い とまがな/.・F・ ・Ly・ida・i・

(71(8)

dead,Deaderehisprime""Nowthouartgon,andnevermustreturn"と 愁

　　ラ

い,【[iや 川や 海,木 や花 や草 と,そ のエ コーの働突 を告 げ,"thyloss"を 訴 え る・

MuseもPhoebus(Apollo)もJoveもOrpheusもAlpheusとArethusaも

Nymph達 の名 も,地 名 も異 教 の ものが圧倒 的で,滅 ん だ もの の美 しい イメー ジに彩 られ

てい る。 その 中に英 国 の人 名地名 がち らほ らす るの は新鮮 で ある。牧 入Lycidasの 在 り

しF=1の姿 と,牧 場 の風景 と羊 達 と,そ の不慮 の死 とを,伝 統 に則 って,繰 り広 げ る。

な かで もOrpheusの くだ りは,古 来 の伝 統 に独 自性 を与え るMiltonの,い つ もなが

らの腕 の冴 えを見 せ てい る。古 えのpastoralelegyに 度 々登場 す るOrpheusを 用 いて,

全 く別 のエ ピソー ドを語 って い る。類 い稀れ な歌 人 と してのOrpheusの 姿に,亡 き詩人

の見'拝な腕 前 を偲 ばせ るのが,し きた りであ った。彼 は また,し ば しば現 れ る,冥 府の女

王Persephoneと 関連 して いる。 地下 の国か ら亡き妻Euridiceを 連れ戻 そ うと して,そ

の寸 前 に失 欺す る彼 のエ ピ ソー ドが,亡 き詩 人を冥土 よ り,と り返 した い願 い,即 ち,再

生 させ たい 希 望 と結 び つ くのであ る。 しか し それ は,異 教の 世界 で は,僅 い望 みで あ る。

Miltonは,非 業 の死 を遂 げて,水 に流 されて い ったOrpheusの 無残 な死体 に,King

の溺死 の いかん と もしがた い気持 を巧み に,託 して い る。

友人 の在世 の 日 々の懐古 と,田 園描写 の美 しさは,・Eが 如ρ痂π窺Damonisに お いて

も同様 で ある。 た だ一 層,哀 切と愛 慕の情が 深 い。Miltonに しては くど くど しく繰 り返

し,嘆 息す る。残 された私 は どうな るのか,人 間に と って真 の友 は容易 に得 られ るもの で
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はない,大 陸旅行 な どに出ね ば よか った,せ めて死 の床 に侍 って,と わ の別 れ を告 げたか

った,等 々と。

Atmihiquidtandemfietmodo?quismihifidus

Haerebitlatericomes,uttosaepesolebas

Frigoribusduris,etperlocafoetapruinis,

Autrapidosubsole,sitimorientibusherbis?

Siveopusinmagnosfuiteminusireleones

Autavidosterrerelupospraesepibusaltis;

Quisfandosopirediem,cantuquesolebit?

Itedomumimpasti,dominoiamnonvacat,agni.

Pectoracuicredam?quismeleniredocebit

Mordacescuras,quislongamfallerenoctem
(10)

Dulcibusalloquiis,...

(Butwhatisbecomeofme?Whatloyalcomradewillstaybymyside,asyouoftenused

todo,throughthehardwinterweather,infieldsstillwithfrost,orunderthefierce

sunwhenplantsweredyingofthirst,whetherourjobwastostalkthefullygrown

lions,ortoscarethehungrywolvesawayfromourhighsheepfolds?whonowwill

soothethedaylighthourswithtalkandwithsong?'Gohomeunfed,lambs,your

shepherdhasnotimeforyounow.'TowhomshallIopenmyheart?Whowillteach

metocalmeatingcaresortobeguilethelongnightwithpleasantchatter.)

Nosdurumgenus,etdirisexercitafatis

Genshominesalienaanimis,etpectorediscors,

Vixsibiquisqueparemdemillibusinvenitunum,

Autsisorsdederittandemnonasperavotis,

Illusinopinadiesquanonsperaverishora
(111

Surripit,aeternumlinquensinsaeculadamnum.

(Butwemenareahardracearaceharassedbycruelfates.Ourmindsareunfriendly,

ourheartsdiscordant.Itishardfaramantofindonekindredspiritamongthousands

ofhisfellows;andifatlast,softenedbyourprayers,fategrantsone,therecomesthe

unexpectedday,theunlooked-forhour,whichsnatcheshimaway,leavinganeternal

emptiness.)

Ahcerteextremumlicuissettangeredextram,

Etbenecompositosplacidemorientisocellos,
(12)

Exdixissevale,nostrimemoribisadastra.

(Ah,Icouldatleasthaveheldyourdyinghandandgentlyclosedyourlidsinpeaceful

death,andsaid'Goodbye!Remembermeasyouflyuptothestars.'}

Lycidasで は,む しろ,志 遂 げぬ うちに,我 が身 に同様 の死 がふ りかか り,こ れ までの

準備 が水泡 に帰す ので はないか,と い う焦燥 感 か ら,pastoralelegyの 本筋 を逸 脱 してい
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く。

Fameに 関 す る く だ り は,

リ ス ト教 の も の で あ る 。

死と復活 ミル トンの 田 園挽 歌

ギ リシアの イメ ジに貫 かれ てい るが,そ の考 えは明 らか にキ

Fameisthespurthattheclearspiritdothraise

(Thatlastinfirmityofnoblemind)

Toscorndelights,andLivelaboriousdays;

Butthefairguerdonwhenwehopetofind,

Andthinktoburstoutintosuddenblaze,

ComestheblindFurywithth'abhorredshears,

Andslitsthethin-spunlife.Butnotthepraise,

Phoebusreplied,andtouchedmytremblingears;

Fameisnoplantthatgrowsonmortalsoil,

Norintheglisteringfoil

Setofftotheworld,norinbroadrumourlies,

Butlivesandspreadsaloftbythosepureeyes,

Andperfectwitnessofall-judging.rove;

Ashepronounceslastlyoneachdeed,
!131

0fsomuchfameinheavenexpectthymeed.

詩人 と して も,牧 師 と して も,未 だ熟 さぬ うちに,溺 死 した友 人 を 口前に,や は り海 の

旅 に立 とうとす る,29歳 のMiltonが,名 声 をか ちえぬ うち に早世す るので はな いか との・

・
[・、〕・立っ気持 を鎮めた筒所 であ る∩Apolloの 言 葉を借 りて,異 教的 に仕 ヒげて あるが・来

肚での報 いは,聖,i{:の 教え るところであ る.太 陽 神Apolloも 超 自然 の太 陽で あるキ リス

トとイメ ジが重な る.

24歳 の誕生Hを 迎 えたに も拘わ らず,詩 人と して,!l・∫も口覚 ま しいことを しえて いない

焦 りを抑 えたSonnetVIIと,政 治に挺身 して・長詩(叙 ・1ジ詩)の 達成 を見 ない うち に・ 全

盲 とな って しまった,44歳 の時 のSonnetXVIと は,Falneの 箇所 と類似 した心理状 態

におけ る,自 問 自答を表 現 してい る。

Howsoonhathtimethesubtlethiefofyouth,

Stol'onhiswingmythreeandtwentiethyear!

Myhastingdaysflyonwithfullcareer,

Butmylatespringnobudorblossomsheweth.

Perhapsmysemblancemightdeceivethetruth,

ThatItomanhoodamarrivedsonear,

Andinwardripenessdothmuchlessappear,

Thatsomemoretimely-happyspiritsendueth.

Yetbeitlessormore,orsoonorslow,

Itshallbestillinstrictestmeasureeven,
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Tothatsamelot,howevermeanorhigh,

Towardwhichtimeleadsme,andthewillofheaven

Allis,ifIhavegracetouseitso,
(141

Aseverinmygreattask-master'seye.

Octaveは 徒 らに時 を重ね,24歳 を迎 えて 未 だ蕾 も花 も咲 かせ ぬ,自 らの焦-燥を伝 え,

sestetは,時 と神 の意志 に身を任せ よ うと,逸 る心 を抑制 して い る。OctaVeに もsestet

に も時 が登場 し,OCtaVeに は ルネサ ンス的異教 的隠喩 が用 い られ,SeStetの は旧約聖書

的で あ る。

SonnetXVIで は,詩 全体 を聖書 の イメ ジが貫 いてお り,タ レン トの喩 え話,王 た る

神 の比喩 が用 い られて いる。

WhenIconsiderhowmylightisspent,

Erehalfmydays,inthisdarkworldandwide,

Andthatonetalentwhichisdeathtohide,

Lodgedwithmeuseless,thoughmysoulmorebent

Toservetherewithmymake,andpresent

Mytrueaccount,lesthereturningchide,

DothGadexactday-labour,lightdenied,

Ifondlyask;butPatiencetoprevent

Thatmurmur,soonreplies,Goddothnotneed

Eitherman'sworkorhisowngifts,whobest

Bearhismildyoke,theyservehimbest,hisstate

Iskingly.Thousandsathisbiddingspeed

Andposto'erlandandoceanwithoutrest
(15)

Theyalsoservewhoonlystandandwait.

Octaveで はマ タイ伝25章14-30節 の,厳 しい主入 として の神の姿 が描か れ,Milton

の苦 悶 と焦慮 が推察 で き る。sestetで は,同 じくマタ イ伝 の11章28-30節 のyokeを 暗

示 して,自 らの辛 い心 を さと し,重 荷 を下 ろそ うと してい る。

Comeuntome,allyethatlabourandareheavyladen,andIwillgiveyourest.

Takemyyokeuponyou,andlearnofme,forIammeekandlowlyinheart:

andyeshallfindrestuntoyoursouls.(
16)

Formyyokeiseasy,andmyburdenislight.

いず れのSonnetで も荒波 の如 き焦 燥 と絶望 を乗 り越 えて,心 の静 け さを獲得 して いる。

Fameに 関す る箇所 と並 んで,教 会 批判 とい う逸 脱 があ る。最 後 にLycidasの 弔問 に

来 た のは,ガ リレアの漁夫Peterで あ る。 当然 の ことなが ら,詩 の調子 は それ まで とは,

が らりと異 る。キ リス ト教 の特 に厳 しい面 を 出 して,烈 し く非難 の声 を浴びせ る。"stern
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〔1のq8}
1)espake""thedreadvoice"と 表 現 されて いる。

そ こでは牧人 は歌人 と してで はな く,聖 書 の喩 え話 にあ るpriestと しての様和 を呈す

る。羊 と狼 の姿 も聖書 の もので あ る。 当時 の英 国 々教会 の腐欺 を暗示 して,Miltonの 個

人 的悲憤慷 慨 が近 り出 る箇 所で あ る。 これ ほ ど.卒直 にキ リス ト教の比 喩を表 面 に 出 し た

Pastoralelegyは 他 に類 がな い。

Lastcame,andlastdidgo,

thepilotoftheGalileanlake,

Twomassykeysheboreofmetalstwain.

(Thegoldenopes.theironshutsamain)

Heshookhismitredlocks,andsternbespake,

Hwwellcouldlhavesparedforthee,youngswain,

Enowofsuchasfortheirbellies'sake,

Creepandintrude,andclimbintothefold?

Ofothercaretheylittlereckoningmake,

Thanhowtoscrambleattheshearers'feast,

Andshoveawaytheworthybiddenguest;

Blindmouths!thatscarcethemselvesknowhowtohold

Asheep-hook,orhavelearnedaughtelsetheleast

Thattothefaithfulherdman'sartbelongs!

Whatrecksitthem?Whatneedthey?Theyaresped;

Andwhentheylist,theirleanandflashysongs

Grateontheirscrannelpipesofwretchedstraw,

Thehungrysheeplookup,andarenotfed,

Butswoll'nwithwind,andtherankmisttheydraw,

Rotinwardly,andfoulcontagionspread

Besideswhatthegrirnwolfwithprivypaw

Dailydevoursapace,andnothingsaid,

Butthattwo-handedengineatthedoor,
q9]

Standsreadytosmiteonce,andsmitenomore .

しか し,そ の ま まキ リス ト教 的結 び には行 かず,Peterの 声 に塞 きとめ られて いた,ア

ル カデ ィアの川 と,シ シ リアの詩入 達 を呼び 戻 し,ユ5行 にわ た る美 しく哀 しい花 の1';11:が始

ま る。Theocritus,Bion等 のpastoralelegyに もあ る棺台 に撒 く花 々であ るが,そ れ

を さ らに敷街 し,英 国 の野 に咲 く花 々を,ギ リシア ・ロー マの伝統 の花 に加 えて 歌 う.な

かで も珍 しいのは,不 滅 の花 と伝 え られ るAmaranthusが ・jiかれて いる ことで あ る.後

のNectarと 共 に,不 滅性,再 生 を強 めてい る、

EpitaphiumDanaonisに おけ るMiltonのf固 人的脱線 は 一 箇所 で あ る。 それ も

Lycidasに み られ るよ うな,烈 しく・近り出る種 類の もので はない。 また大 陸旅行 を一応

無 事 にすませ て きた後 であ るか ら,焦 慮 もない。よ り安 定 し,静 かに,自 らの詩 の将来 の

一54一

rI■o層,嗣



死と復活 ミル トンの田園挽歌

構想 を述 べ る。Damonの 死 を知 った今,新 しい笛 に 口をあて ると,な ぜ か知 らぬが,折

れ て しま った。私 は叙事 詩を歌 お うと思 う,と ギ リシア ・ローマ の叙 事詩,あ るいは イギ

リスの アーサ ー王 の ことを語 る。

こことは異 った脈絡 においてで はあ るが,MoschusはEpitaphiosBionosでHomer

とBionを 並 べて,両 者の死,そ の喪 失 を嘆 き,二 人 の詩 の性 質 の違 いを歌 って い る。

Bothwerebelovedofawater-spring,fortheonedrankatPegasus'fountainandthe

othergothimdrinkofArethusa;andtheonesangofthelovelydaughterof

Tyndareiis,andofthegreatsonofThetis,andofAtreidMenelaus;butthisother's

singingwasneitherofwarsnortearsbutofPan;asaherdsmanhechanted,and
(20)

kepthiscattlewithasong;

そ れ は 牧 入 と 軍 人 の 歌 の 違 い,田 園 と 戦 争 の 歌 の 違 い で あ る 。 こ れ らを 念 頭 にLycidas

の"Alas!Whatbootsitiswithuncessantcare/Totendthehomelyslighted

(21)

shepherd'strade/Andstrictlymeditatethethanklessmuse,"を 読 み 返 す と,す

で に そ こ に,牧 歌 を 放 棄 す る こ と の 芽 生 え が 感 じ られ る 。

嘆 き と 悲 しみ の 調 べ は,い よ い よ 復 活,再 生 の 喜 び の 歌 に 変 わ る 。

Weepnomore,woefulshepherdsweepnomore,

ForLycidasyoursorrowisnotdead,

Sunkthoughhebebeneaththewateryfloor,

Sosinkstheday-starintheoceanbed,

Andyetanonrepairshisdroopinghead,

Andtrickshisbeams,andwithnewspangledore,

Flamesintheforeheadofthemorningsky

SoLycidassunklow,butmountedhigh,

Throughthedearmightofhimthatwalkedthewavest

Whereothergroves,andotherstreamsalong,

WithnectarpurehisoozylocksheIaves,

Andhearstheunexpressivenuptialsong,

Intheblestkingdomsmeekofjoyandlove.

Thereentertainhimalithesaintsabove,

Insolemntroops,andsweetsocieties

Thatsing,andsingingintheirglorymove;

Andwipethetearsforeverfromhiseyes.(
22)

NowLycidastheshephedsweepnomore;

これ は古代 のelegyで は考 え られ ない言葉 で ある。た だVirgilのEclogaVに,故

人Daphnisを 讃美 して星 にまで上げ るか ら,牧 場 にあ る全て の もの,森 も動 物 もみな喜
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ぶ,と い う と こ ろ が あ る。 し か し,嘆 き を や め よ,も う泣 くな,と は 言 わ な い 。Spenser

のTheShepheardesCalenderの`November'に は,短 く次 の 様 に 語 る箇 所 が あ る0

WwhythenweepesLobbinsowithoutremorse?

OLobb,thylosenolongerlament,
(23)

Didonisdead,butintoheauenhent.

Miltonの よ うに,異 教 とキ リス ト教 の比喩 を渾然・と用 いて,キ リス ト教の再生,永 遠

の生命 を描 くpastoralelegyは 他 に見 当 らな い.

没 して後再び上 る太陽 を比喩に用いて,Lycidasの 復 活を確 かめ る.太 陽 は,す で に述

べた如 く,ギ リシア ・mマ ではApollo,キ リス ト教で はキ リス トであ る。 しか し最終的

(241

に は,Lycidasは"thedearmightofhimthatwalkedthewaves"に よ っ て 蘇 え る 。

彼 は,別 の 天 と 地,別 の 森 と 川 の ほ と り に 生 き,そ こ で,"thenuptialsong,/Inthe

(25)

blestkingdomsmeekofjoyandlove"を[11iき,Saintsの 歌 に 迎 え られ る 。 そ れ は

EpitaphiumDavnonisの 結 び と 同 じ く,.Rω61α'∫0%19章 に 刀kさ れ た,子 羊 の 婚 宴 で あ る 。

AndIheardasitwerethevoiceofagreatmultitudeandasthevoiceof

manywaters,andasthevoiceofmightythunderings,saying,Alleluia:forthe

LordGodomnipotentreigneth.

Letusbegladandrejoice,andgivehonourtohim:forthemarriageofthe

Lambiscome,andhiswifehathmadeherselfready.

Andtoherwasgrantedthatsheshouldbearrayedinfinelinen,cleanand

white:forthefinelinenistherighteousnessofsaints.

Andhesaithuntome,Write,Blessedaretheywhicharecalleduntothe
{26)

marriagesupperoftheLamb.

ここには,BionのAdonidosEpitaphiosの,結 婚式 は【11断され,松 明 も消され,花

環 は地 に投げ られ,歌 は止 み,た だ嘆き と涙 のみ に充た されてい る,と い う くだ りとの対

照がみ られ る。

TheweddingGodhathputouteverytorchbeforethedoor
,andscatteredthe

bridalgarlandupontheground;theburdenofhissongisnomore"Hoforthe

Wedding;"there'smoreof"Woe"and"Adonis"toitthanevertherewasofthey

(2わ

wedding-cry.

また,Lycidasの 棺 を飾 る花 の中に不死 の花Amaranthusを つ らね た如 く,愛 と歓 び

の国 には神 々の酒Nectarを 登場 させ てい る。 どち らも異教 の花 や酒 であ りなが ら,異 教
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のpastoralelegyに は姿 を現わ さな い。

この天国 の子 羊の婚 宴 とい う,キ リス ト教の神秘 を用 いた,再 生 の イ メジは,Epita-

phiumDamonisの 結 び を も彩 る。 しか し,そ こで は,少 し異 った要 素が加 わ ってい る。

Damonは%r欄 の薬 を かざ して,"immortaleshymenaeos"に 参加 す る。 それは キ リス

ト教の子羊 の婚宴 だ けでな く,琴 と歌 と踊 りと葡 萄酒 と に酔 い痴れ る,Bacchusの 饗宴

を も反 映 してい る。

Quodtibipurpureuspudor,etsineIabeiuventus

Gratafuit,quodnullatorilibatavoluptas,

Enetiamtibivirgineiservanturhonores;

IpseCaputnitidumcinctusrutilantecorona,

Letaquefrondentisgestansumbraculapalmae

Aeternumperagesimmortaleshymenaeos;

Cantusubi,choreisquefuritLyramistabeatis,

(28)

FestaSionaeobacchanturetorgiathyrso.

(Becausetheblushofmodestyandayouthwithoutstainwereyourchoice,andbecause

younevertastedthedelightofthemarriagebed,see‐virginalhonoursarereservedfor

you!Yourradiantheadcircledwithagleamingcrown,thejoyful,shadybranchesof

leafypalminyourhands,youwilltakepartforeverintheimmortalmarriage-rite,

wheresingingisheardandthelyreragesinthemidstoftheecstaticdances,and

wherethefestalorgiesraveinBacchicfrenzyunderthethyrsusoflion.)

VirgilのEelogaVの1)aphnisatHeaven'sGateに 語 られ る 宴 の よ う で あ る 。

Daphnis(JuliusCaesarだ と い わ れ る)はBacchusの 踊 りが 巧 み だ っ た か ら,彼 の 死

後,我 々 友 人 は 葡 萄 洒 の 流 れ るmerry・making(conviviaBaccho)を し よ う,と い っ て

い る と こ ろ が あ る。

etmultoinprimishilaransconviviaBaccho,

antefocum,sifriguserit,simessis,inumbra

vinanovumfundamcaiathisAriusianectar.

cantabuntmihiDamoetasetLyctiusAegon,
(29)

saltantesSatyrosimitabiturAlphesiboeus.

(Andbestofall,weshallhavemerry-makingswherethewinewillflow,inwinterby

thehearth,orintheshadeatharvesttime.Ourtankardsshalldefilledwiththefresh

nectaroftheChiangrape.IwillmakeDamoetasandCretanAegonsing.Alphesiboeus

shallprancelikeanyleapingFaun.)

Damonの 死 んだ時,Tuscanyに いたThyrsisた るMiltonは,こ の詩の 巾で も,

イタ リアとその地 の詩人達 を称 え てい る。旅 行後 の ラテ ン語 の詩 に,ロ ー マの詩人 の影響

の一一層 強 いの も不思議 で はな い。
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Mansoに 贈 られた とい う,二 つの杯 に描 かれ て いるPhoenixとLoveの 姿 も 多 くを

意味 して い る。PhoenixはAuroraと 共 に蘇生 を象 り,不 死 の鳥で あ る。Samson

Agonistesの 結末近 くの比喩 に,再 び登場 す る。 愛 の神 はOlympusに とどま る,弓 矢

をそ なえたCupidの 姿 をと って はい るが,従 来の気紛 れ な神 で はない。 その燃 える 目は,

いや しい魂 をで はな く,天 に住む にふ さわ しい気高 い精神 を標 的 と して狙 う。愛 の 神 は

Cyprian(Aphrodite)と して も古来 のpastoralelegyに 姿を見 せ る。 なぜ な ら,

LycidasやEpitaphiumDamonisと は異 り,古 えのelegyは,恋 ゆ えに死ん だ牧 人

達 を も,し ば しば歌 の題 材 と したか らであ る。 同時 に,愛 の神 は,キ リス ト教の新約 の神,

キ リス トの説 く神の姿 であ る。 この箇所 は,異 教 とキ リス ト教 の二 つ の 伝統 に共通 す る要

素 を巧 みに重ね合 わせ,イ メ ジを二重 に し,多 彩 に した もので あ る。

Damonを 地 下 の国 に,レ テ川の ほ と りに探 すの は誤 りで,彼 は天 にい るのだ とい うと

ころには,Moschus,Bion等 の,冥 府 のPersephoneに 捕 え られた死者達 への軽 い反撃

も感 じられ る。

NectibicanveniuntIacrymae,necflebimusultra,

Iteprocullacrymae,purumcolitaetheraDamon,

Aetherapurushabet,pluviumpedereppulitarcum;

Heroumqueanimasinter,divosqueperennes,

Aethereoshauritlaticesetgaudiapotat
1301

0resacro.

(Nothingisherefortears.Ishallweepnomore.Awaywithyou,tears.Damandwells

nowinthepureether:purehimself,hishomeistheether.Hespurnstherainbow

withhisfoot,andamongthesoulsofheroes,amongtheeternalgods,hedrinksthe

draughtsofheavenanddrainsitsjoyswithhisholylips.)

こ のLycidasと 相 似 た 表 現 は,Miltonの 今 一一つ の 作 品 に 見 出 だ さ れ る 。Samson

AgonistesのManoaの 言 葉 で あ る 。Samsonの 死 を 聞 い た 父 は 次 の よ う に 言 う。

Nothingisherefortears,nothingtowail

Orknockthebreast,noweakness,nocontempt,

Dispraise,orblame,nothingbutwellandfair,
(31)

Andwhatmayquietusinadeathsonoble.

Samson・4gonistesはLycidasよ りもさ らに強烈 に,心 身の苦 悶 とその後 の安 らぎ

を歌 い上 げて い る。最 後 のChorusの 歌 は,ど の詩 よ りも,心 の平静 に関 して見 事 な出来

栄 え を示 して いる。

Allisbest.thoughweoftdoubt
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Whattheunsearchabledispose

Ofhighestwisdombringsabout,

Andeverbestfoundintheclose.

Oftheseemstohidehisface,

Butunexpectedlyreturns

Andtohisfaithfulchampionhathinplace

Borewitnessgloriously;whenceGazamourns

Andallthatbandthemtoresist

Hisuncontrollableintent,

Hisservantshewithnewacquist

Oftrueexperiencefromthisgreatevent

Withpeaceandconsolationhathdismissed,

(32)

Andcalmofmindallpassionspent.

こ こ に は ギ リ シ ア 悲 劇 詩 人Euripidesの 作 品 の 結 び で 歌 うChorus彰 響 が 大 き い と さ

れ て い る 。Medea,Alcestis,TheBacchanals等 のChorusの 終 り の 歌 は,全 く 同 じ

も の で,"unlooked-for"や"thismarvellousthing"と い っ た 表 現 はSamson・4goπ 一

istesの に 反 映 し て い る 。 し か し語 彙 は 類 似 し て い て も,与 え る 印 象 は 異 な り,"peace",

"consolation"
,"calmofmind"は キ リ ス ト教 世 界 を 偲 ば せ る 。

他 方,Comusに 関 す るTillyardの 言 葉,"calmofakindbutwithoutthe

preliminarystruggle"は,NativityO46の 光 輝 あ る 静 け さ や,Paradise」Regained

の,悪 魔 の 誘 惑 に 対 し て 終 始 一 貫,ゆ る ぎ な い 平 静 を 保 ち 続 け るChristに も あ て は ま る

も の で あ ろ う 。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(1の
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